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年 月 東京都小笠原村父島で施設栽培されていたカカオの果実に 初め茶褐色 暗褐色の不整
病斑を生じ のちに拡大して腐敗症状を呈する病害が観察された その罹病部からは 属菌が
高率に分離され 分離菌を用いた接種試験により原病徴が再現され接種菌が再分離された 分離菌は 暗褐
色から黒色の分生子殻内に 隔壁の無い側糸と 後に完熟すると 胞 暗褐色で縦縞模様をもつ分生子を形
成することから と同定した さらに 内の 領
域を用いた分子系統解析の結果からも同定を裏付ける結果を得た 小笠原で商業的に栽培されているパッショ





に属する熱帯アメリカ原産の常緑の小高木で 年 月 東京都小笠原村父島の施設栽培カカオ
あり 種子は一般にチョコレ トやココアの原料として広 の果実に 初め茶褐色 暗褐色の不整病
く利用されている 斑を生じ 拡大後腐敗症状を起こす病害を観察した
年 月 東京都小笠原村父島で施設栽培されていた 罹病部には 属菌の分生子殻が多数




再分離された 属菌は熱帯 亜熱帯に広く分 耳でかき取り素寒天培地 上に広げ 室温で管理し
布し 果実腐敗や胴枯れ症状を起こす重要な植物病原菌の た その後 発芽した分生子のみを単胞子分離し分離菌株
つであり 日本では果実 緑化樹木のほか数種の草本 を得た 培養にはポテトデキ
作物を加えて 科 属 種の植物上に記録されている ストロ ス寒天培地 栄研化学株式会社 を用いた
しかし 本属菌によるカカオの病害は 海外に
おいて や などとして知ら
れているが 国内での報告は無い そこで本研究では 本 病原性の確認は 培地で 日間培養した分離
菌の病原性の確認と同定 さらに小笠原で経済的に栽培さ 菌の菌叢を直径 のコルクボ ラ で打ち抜き 成熟
れ 日本で 属菌による病害記録のある数種 した果実に置床した 置床部は束にした柄付き針で傷を付
熱帯果実に対する病原性を検討し 今後の研究や病害防除 けた有傷区と無傷区をもうけた 接種部位は 滅菌水を含
の資料として役立てることを目的に行った なお 本論文 ませた脱脂綿を被せて湿度を保ち プラスチック容器また
の一部は平成 年度日本植物病理学会関東支部会で報告 は腰高シャ レに入れて 室温で毎日観察した
を行った
形態観察は 果実表面に形成された分生子殻および噴出
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List of the host and literature of in Japan
Lasiodiplodia theobromae
Lasiodiplodia theobromaeTable +
福田 廣岡 小野 小林 夏秋
した分生子を柄付き針でかき取り 液 酢酸ナ
トリウム溶液 グリセリン エチルア を用いた 得られた
ルコ ル を封入液としてスライド標本を作製 光 は によりアライメントし 塩基配列を決
学顕微鏡下で行った また 分生子殻は 表皮ごと切り取 定した 分子系統樹は を用い
り 徒手切片により内部構造を観察した
さらに 種間や種内間の分類に利用される核内リボソ をアウトグル プ
ム の として 近隣結合法 で作成した 距離推定には
領域を用い に登録さ モデル を用い 挿入 欠損を系統解析から
れている数種 属菌 テレオモルフ 除外した 系統樹の信頼性の評価にはブ トストラップ
属菌 との分子系統解析を行った 法 を用いて 回繰り返して求めた
は
により抽出し と プライマ を用
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DNA rDNA Internally Transcribed Spacers ITS
Biosystems / xl Genetic Analyzer Applied Bio-
systems, Foster City, CA, USA DNA
List of the species of genus (anamorph : and ) used for
molecular phylogenetic analysis
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地上で約 ヶ月培養した菌叢をコルクボ ラ 直径
で打ち抜き 新しい 平板培地上に移植して 菌















観察した その後 腐敗した果実は落果する 病徴が再現され接種菌が再分離された その後 病斑は果
が 落下部位からの枝や幹への被害の進展は観察されな 実全体に広がり すべての接種果実で腐敗症状が観察され
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Comparison of the morphological characteristics of the cacao isolate with ﬁve related species
of
Pathogenicity of cacao isolate to tropical
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A : Pod rot on a cacao fruit found in Ogasawara Islands (Initial symptom)
B, C : Severe pod rot on cacao fruit found in Ogasawara Islands (Severe symptom)
D : Pod rot caused by inoculation observed days after inoculation (left : inoculated
plants, right : control)
E : Aggregated pycnidia on cacao fruit (scale bar : m)
F : Conidiogenous cell in pycnidium (scale bar : m)
G : Immature and mature conidia on cacao fruit (scale bar : m)












用いて 数種 属菌 テレオモルフ
果皮病斑上には子座は形成されず 分生子殻を単生 群 属菌 との分子系統解析を行ったと
生する 分生子殻は暗褐色 黒色 球形 類球形 幅 ころ
主に滑面 埋生から時に外生で 殻室内層には分 アナモルフ と
生子柄が並び 全出芽型の分生子形成細胞から 分生子が 同じグル プに含まれ その中でもカカオから分離された
放出される 側糸は隔壁を持たない 未熟な分生子は初め 菌株 と単系統群であることが
無色 単胞 楕円形 平滑 大きさ で 明らかとなった
厚い外壁を持ち その後 暗褐色 胞 細かい縦縞模様が
入り 大きさ の完熟した分生子を形
成する 培地上での生育は極めて早く 分離菌は まで生育可能で 最適生育温度は
菌叢ははじめ白色で やがて培地を黒色に着色する であった また 約 日間で 径シャ レ全体を覆う
なお テレオモルフは観察されなかった これらの形 という 生育の速さが特徴的であった
態的特徴から分離菌を
と同定した
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) (GenBank No. AY ) as an out group taxon. Numbers above nodes represent boot-
Phylogenetic tree for genus and the present species by neighbor-joining analysis
of the ITS sequences rooted with a sequence of (anamorph :
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小林享夫 熱帯の森林病害 熱帯林造成技術テキスト
国際緑化推進センタ 東京
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に就いて 日本植物病理学会報 講要
矢口行雄 中村重正 パパイア軸腐病 新称 につい
て 日本植物病理学会報 講要
矢口行雄 中村重正 パパイア軸腐病 新称 とその
病原菌 日本植物病理学会報
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矢口行雄 植松清次 野島秀伸 小林享夫 中村重正
ビワの新しい果実腐敗 黒腐病
日本植物病理学会報 講要
小林享夫 小野泰典 古川聡子 西川盾士 中島千晴 廣
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平井篤造 台湾産甘蕉の輸送中に於ける病害 日本植
ゴ パパイア バナナにおいて有傷 無傷に関係なく接 ジ ンバンク佐藤豊三博士には多くのご助言を頂いた こ




























は 上記の 新種ではなく の
グル プ内で カカオから分離された菌株 と
単系統群を形成し 形態学的同定結果を裏付けた
日本において は 種の果樹に記録が
あり そのうちパッションフル ツ パパイア
バナナ マンゴ は小笠原で商業的に栽培されている そ
こで これら 種熱帯果実に対する分離菌の接種試験を
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UKUDA IROOKA NO
OBAYASHI ATSUAKI
: Severe pod rot of cacao, was observed at Chichijima, Bonin Islands, in
May, . The causal fungus was identiﬁed as (Pat.) Gri on & Maubl. based
on the morphological characteristics, inoculation experiments, and molecular phylogenetic analysis.
Among the four tropical fruits cultivated in the Ogasawara Islands, cacao isolate showed clear
pathogenicity on banana, mango and papaya fruits but not on passion fruit. This is the ﬁrst report of
Lasiodiplodia pod rot (kajitsufuhai-byˆo in Japanese) on cacao pods caused by in Japan.
: Lasiodiplodia pod rot, New disease, L.
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